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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 3

□２.環境 □６.景観 4

■３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 3

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 ■1.　（定義済みの値なし） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 株式会社オプティム 販売会社 株式会社オプティム 協会名

会社名： 住所： 佐賀県佐賀市本庄町1 

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 佐賀県佐賀市本庄町1

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

①何について何をする技術なのか？
現場の3次元点群データを、LiDARスキャナ付きiOS対応タブレット又はマートフォン、ネットワーク型
RTK-GNSSローバー及び測量アプリケーション「OPTiMGeoScan」を用いて、簡易に取得、出力する技術であ
る。
②従来はどのような技術で対応していたのか？
トータルステーションによる地形測量、地上型3次元レーザー測量
③公共工事のどこに適用できるのか？
土工事における地形測量、起工測量、出来高測量、ICT施工現場等3次元点群データを取得、出力が必要な
工事
④その他
LiDARスキャナ付きiOS対応のタブレット、スマートフォンを用いる
タブレット、スマートフォンの通信契約が必要
ネットワーク型GNSS位置情報サービス契約が必要
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□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　■5.その他

問合せ先

株式会社オプティム 佐賀大学内　オプティムヘッドクォータービル
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変更受付年月日

LiDARスキャナ付きiOS対応タブレット、スマホ等安価でシ
ンプルな装置で３次元データを取得できる測量技術
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新技術概要説明資料（１／５）

名称
LiDARスキャナ付きタブレット等を活用した3次元測量アプ
リケーション（OPTiMGeoScan）

収受受付年月日

番号：
5

1-1-1.共通工／土工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

活用の効果

トータルステーションによる縦横断測量
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LiDARスキャナ付きタブレット等を活用した3次元測
量アプリケーション（OPTiMGeoScan）

登録No. 0

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

（短　所）
・安全を確保しながら計測対象物を歩行しながら撮影できる環境が必要である。
・上空が開けていてGNSS衛星の電波を十分に受信できる必要がある。

（長　所）
・スマートフォンを活用することで、TSやUAVなどの既存の測量に比べ、安価でシンプルな機
材で3次元データを取得できる。
・これまでICT施工の活用されてこなかった中小規模現場（中小規模企業）の省人化、省力
化、ICT施工の普及が期待できる。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

・労務費：令和３年度設計業務委託等技術者単価
・機械損料：令和3年度測量機械等損料
・その他経費：自社単価（令和3年度）

・3次元計測技術を用いた出来形管理要領(案）
・地上写真測量（動画撮影型）を用いた土工の出来高算出要領(案）

A-2

【施工手順】
①起動、スキャン
・測量アプリケーションを起動し、測量対象物をLiDARスキャナ付きタブレット又はスマートフォンでスキャン
する。
②「評定点」、「検証点」設置
・スキャン中、測量対象物を囲む様に「標定点」、「検証点」の位置座標をGNSS ユニットで都度取得する。
・位置情報取得方法は画面 に映ったGNSS ユニットの中央をタップする。
③測定結果の保存、プレビュー
・測量対象のスキャン終了後、アプリ上に取得した3 次元データのプレビューが表示される。
・プレビュー時点で、3 次元データに現場位置座標（平面直角座標）が与えられている。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

添付のPressRelease.pdfを参照

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（プレスリリース：iPhone Pro、iPad Pro を使って誰でも簡単に高精度 3 次元測量ができるアプリ、
「OPTiM Geo Scan」を正式提供開始）

新技術概要説明資料（２／５）

新技術名称



登録No. 0

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）■2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2
特許番号 特願2020-130913

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

今後の課題
・GNSS位置情報を取得できない場所で使用できない。

所定の方法で計測すれば誤差が50mm以内

公に公開できる資料はないがNETIS登録申請中

施工時
・RTK-GNSS測位がfixになるか確認する。
・測量現場に該当する平面直角座標系を測量アプリ上で選択する。
・マニュアルをよく読むこと。不明な点がある場合は、担当者に問い合わせをすること。

（適用できる条件）  適用条件
①自然条件  ・夜間は使用不可 ・雨、雪が降っていないこと
②現場条件  ・安全を確保しながら計測対象物を歩行しながら撮影できること
・上空が開けていてGNSS衛星の電波を十分に受信できること・インターネットへの接続が可能な通信環境があること
適用範囲
①適用可能な範囲  ・屋外での3次元現況計測  ②特に効果の高い適用範囲  ・1000m2以下の小規模な工事現場

設計時
・計測現場でインターネットが利用できることを確認する必要がある。
・計測者が計測対象を歩行しながら安全に撮影できる現場であることを確認する必要がある。

新技術概要説明資料（３／５）

新技術名称
LiDARスキャナ付きタブレット等を活用した3次元測量
アプリケーション（OPTiMGeoScan）
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（適用できない条件）
①適用できない範囲
・屋内など適用条件を満たさない現場
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登録No. 0

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期
佐賀県佐賀土木事務所 2020/03/26-

2021/03/20
街整交金第０３０１２５２－０１２号城内
線（３工区）街路整備交付金工事（函
渠工）

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）

新技術名称
LiDARスキャナ付きタブレット等を活用した3次元測量
アプリケーション（OPTiMGeoScan）

工　事　名

0

CORINS登録No.
4041689690



登録No. 0

施工フロー

概要図 効果図

新技術概要説明資料（５／５）

新技術名称
LiDARスキャナ付きタブレット等を活用した3次元測量アプ
リケーション（OPTiMGeoScan）
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